
福島小学校・上福島小学校　校区変更実施に向けた説明会（会議要旨）

[開催概要]

・開催日時　令和７年２月19日（水）　18:30～19:15

・開催場所　上福島小学校　講堂

・参加者　　地域・保護者の方々　15名

・説明者及び関係者

　　【福島区役所】工藤区長、北野副区長、麦田子育て教育担当課長、宮﨑窓口サービス課長、辻教育担当課長代理　外４名

　　【教育委員会事務局】山東学校適正配置担当課長、笹田学校適正配置担当課長、山本指導主事、友永学事課担当係長

　　【上福島小学校】池田校長

・議事　　福島小学校・上福島小学校の校区変更案について

・議事要旨

福島区役所子育て教育担当課長から、福島小学校・上福島小学校の校区変更案について説明。

質疑応答の概要は次のとおり。

【主なご質問と回答】

項番 ご質問 回答

1

校区変更対象地域に住んでいる。子どもが2人おり、上の子は上福島小学校

に通っている。下の子は校区変更実施予定の令和９年に１年生になるが、

その時には上の子は卒業して上福島小学校にはいない。その場合、資料８

ページの「（２）きょうだい関係」には当たらなくなるが、何か考慮して

いただけることはあるか。

校区外の上福島小学校への就学を希望される場合は、学校選択制※による

手続きを行っていただくことになります。優遇措置等はなく、希望者が定

員を超えた場合は公開抽選となります。

※学校選択制…小学校・中学校に入学する際、それぞれ１回だけ校区外の

学校への入学を希望できる制度（ただし、小学校の選択範囲は中学校区内

の小学校）

2

校区変更対象地域に住んでいる。令和８年に1年生になる子どもがいる。そ

の場合、１年間だけ上福島小学校に通って、その後何も希望しなければ福

島小学校に通うことになるのか。また、友達ができたのに１年で学校が変

わるのはかわいそうなので、最初から福島小学校に通わせることはできる

のか。

お見込みのとおり、上福島小学校への就学を希望されなければ、校区変更

後は福島小学校に通うことになります。また、入学時から福島小学校への

就学を希望される場合は、学校選択制による手続きを行っていただくこと

になります。



3

福島４丁目（福島小校区）に住んでいる。上の子は令和７年度、下の子は

校区変更後に1年生になる。２人とも上福島小学校に通わせたいと思ってい

る。上の子が学校選択で上福島小学校に就学できた場合、下の子は資料８

ページの「（２）きょうだい関係」に該当し、上福島小学校に就学できる

のか。

資料８ページの「（２）きょうだい関係」ではなく、学校選択制のきょう

だい優先※の対象となります。

※すでにきょうだいが学校選択制により通学している学校を希望する場合

は、受入可能人数の範囲内で優先的に就学できる。

4
学校選択は、自分で調べて手続きするのではなく、案内が郵送されてくる

のか。また、どのような流れで就学する学校が決まるのか。

入学する前年の８月末頃に学校選択制の制度紹介冊子である「学校案内」

を対象の保護者にお送りしています。そこに同封されている「学校選択制

希望調査票」に希望する学校を記入して10月末までに提出いただきます。

希望者が受入可能人数を超えた場合は12月に公開抽選を行い、12月下旬に

就学通知書をお送りします。

5
資料に福島小学校・上福島小学校の児童数の推移が掲載されているが、大

規模マンション建設による影響はどこまで加味されているのか。

校区内に建築予定の大規模マンションについては、事業者が事前に教育委

員会に申請することになっており、協議のあった令和９年度までのマン

ションの建設情報を把握しています。それらを勘案して児童数を推計して

いますが、具体的には、毎年５月１日現在の学校現況調査及び小学校校区

ごとの住民基本台帳により未就学である０歳から５歳児の人数、小学校１

年生から６年生の児童数や、校区内に建築予定の大規模マンション等の住

戸数などを勘案し、これに基本的に過去10年間の増減率を用いて、次年度

以降の未就学児の人数及び児童数を計算しています。ただし、今回の福島

小学校と上福島小学校の推計については、校区変更を行った令和２年度以

降の人数を基にした増減率を用いて計算しています。

6

令和２年度の校区変更は、福島小学校の児童が増えて将来教室不足が見込

まれるから実施したとの話であったが、結果的に教室不足は生じなかっ

た。推計の見込みが甘かったということではないか。

平成26年度当時、福島小学校は令和２年度に19学級になると見込んでいま

したが、この数字には過去10年間の増減率は用いていません。児童収容の

ための教室に不足が生じることがないように、福島小校区に住むすべての

未就学児が入学する前提で推計しています。

7
今回の推計は、学校選択制や私学希望者など、校区外の学校に流れる児童

数も加味した、実際の値に近い数値になっているのか。

お見込みのとおり、学校選択制等、過去の実績を勘案して算出していま

す。

8 福島小学校のプレハブ校舎はどのタイミングで取り壊すのか。

当面の間、学校として撤去せずに学校運営を展開したいという意見を尊重

したい。また、今後のマンション建設などで児童数が増える可能性もあ

り、児童数の推移に注視しながら、学校運営での利用状況等を学校と相談

しながら撤去するかどうかについて、検討します。



9
今回の校区変更により今度は福島小学校の児童が増えて教室不足になれ

ば、また校区変更を実施するのか。またそれは区役所が主導するのか。

現時点では今の教室数で収まると推計していますが、マンション建設の状

況などもしっかり把握して毎年推計し、児童数の推移を注視していきま

す。今後、万一教室不足が見込まれる時には、みなさんといち早く情報共

有し、子どもの教育環境を第一に考えながら、今後どうしていくかについ

てご相談させていただきたいと思っています。教育委員会とも連携しなが

ら、区役所が進めてまいります。


